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平成 26 年度 事業報告書 

（平成 26年 4月 1日から平成 27年 3月 31日まで） 

 

（１）ジェンダー問題に関する研究・調査 

 ① プロジェクト研究 

男女共同参画社会形成のための基本的な問題解決に資するため、平成 24年度から 

3年計画で開始した当研究所主催のプロジェクト研究を発展させた。 

テーマ：「雇用労働と子育て」におけるジェンダー差別構造とその解体をめぐる研究 

－養育の社会化をめぐって－  

  内 容：プロジェクト研究会を 9回開催した。公立保育園設立に関わった人たち、元愛 

      知県共同保育所連合会事務局長をゲストスピーカーに招くとともに、保育関係 

の研究者・実践者である研究員の報告などを行い、1960年代にはじまる名古屋 

の共同保育所とその歴史を手がかりに調査・研究・資料収集を行った。 

また、研究員の一部で構成する資料グループは、4月から 18回の会合をもち、 

資料集作成に向けての準備をすすめた。プロジェクト研究会では、資料グルー 

プの報告をもとに資料集の構成についての検討を始めた。 

 ② 海外調査 

・イギリスの女性団体の要請により、イギリスを中心とする海外のジェンダー研究及び 

女性図書館の状況を調査するため、イギリスへ 2名を派遣した。また、海外調査報告 

会を平成 26年 11月 5日に開催した。 

 派遣期間：平成 26年 9月 11日～17日 

 派遣先：イギリス ノッティンガム女性センター及びフェミニスト・ライブラリー 

 内 容：「FLA(Feminist and Women’s Libraries and Archives Network)」への参加 

・英文パンフレットの作成及び次年度の海外調査について検討するため、新たに国際情 

報交流委員会を設置し、委員会を 4回開催した。 

内 容：東海ジェンダー研究所英文パンフレットの内容を検討し、原稿を作成した。 

     平成 27年度の海外調査候補地を検討し、アメリカ ワシントンD.C.の「女 

性政策研究所」ほかを訪問することとした。 

      

（２）ジェンダー問題に関する研究への助成 

  ① 個人研究助成 

若手研究者を対象に、男女共同参画社会の形成に資する研究テーマを公募し、選考の

上助成した。               

・募集期間   平成 26年 4月 15日～5月 31日 

・応募総数   19名 

・審査委員会  第 1次選考  平成 26年 6月 23日  当研究所にて選考会議 

        第 2次選考  平成 26年 7月  9日  当研究所にて選考会議 

・受託者（4名） 

 ＊ 森 悠一郎（モリ ユウイチロウ） 
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  （東京大学大学院法学政治学研究科助教） 

   N.フレイザーの「承認／再分配の正義」とジェンダー平等：現代日本のジェ 

   ンダー立法への法・政治哲学的考察 

＊ 洲崎 圭子（スサキ ケイコ） 

  （お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科博士後期課程） 

  メキシコ人／メキシコ系女性作家の作品を通してみる男性性の諸相とマチスモ 

 ＊ 横山 道史（ヨコヤマ ミチフミ） 

  （日本女子大学、国士舘大学、東京立正短期大学・非常勤講師、立正大学文学 

部哲学科・教務助手） 

  「女たち」の反原発運動の思想的潜勢力を問う 

   ―「ポスト・フクシマ」21世紀のエコロジカル・フェミズムの再興へ― 

 ＊ 横山 美和（ヨコヤマ ミワ） 

  （お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科研究院研究員） 

   女性医師Clelia Duel Mosherの月経調査と 19-20世紀転換期米国のジェン 

ダーポリティクス 

 ・ 助成金額   計  １,２００,０００円（各３０万円） 

② 団体研究助成 

ジェンダー問題を研究している団体の研究計画を公募し、選考の上助成した。 

    ・募集期間   平成 26年 4月 15日～5月 31日 

    ・応募総数   6件 

・審査委員会  第 1次選考 平成 26年 6月 23日  当研究所にて選考会議 

             第 2次選考 平成 26年 7月 9日  当研究所にて選考会議 

     ・受託団体   3件 

    ＊ WISH（女性と制度と歴史研究会） 

    女性運動と行政の協働に関する調査研究：男女雇用機会均等法の成立過程を事 

例として 

   ＊ 愛知女性史研究会 

    愛知近現代女性史人名事典の作成の為の調査・研究 

    ―調査・記録・検討・刊行準備― 

   ＊ 保育の質研究プロジェクト 

    保育職のキャリア形成と家族形成のライフコース展望 

～学生、新人保育者、管理職の比較を通して～ 

  ・ 助成金額   計  ６００,０００円（各２０万円） 

    

（３）ジェンダー問題に関するシンポジウム、フォーラム等の開催 

   ジェンダー問題に対する理解・意識の普及や啓発のため講演会・シンポジウム等を開

催した。 

  ① 講演会     

  ・テーマ   戦後日本の公害・環境問題と女性の歴史的役割 

  ・ 講 師   宮本 憲一氏（元滋賀大学学長） 
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・日 時   平成 26年 10月 19日（日）13：50～16：30 

    ・会 場   名古屋都市センター ホール 

   ・参加費   無料 

   ・参加者   70名（定員 100名） 

② ジェンダー問題基礎講座（その１）（その２） 

・テーマ （その１） ジェンダーとはなにか 

           －フェミニズムからジェンダーへ― 

     （その２）ジェンダーとはなにか 

          －フェミニズムで読み説く経済学のジェンダー構造―  

・講 師  安川 悦子さん（名古屋市立大学名誉教授） 

・日 時 （その１）平成 26年 9月 25日（木）13：30～15：30 

      （その２）平成 27年 1月 31日（日）13：30～15：30 

・会 場    東海ジェンダー研究所 セミナー室 

 ・参加費    無料 

 ・参加者  （その１）  36名（定員 30名） 

       （その２）  57名（定員 30名） 

③ 個人助成受託者報告会  

前年度の個人助成受託者が、研究成果を発表するための報告会を開催した。 

・日 時  平成 26年 7月 6日（日）12：50～17：30 

・会 場  東海ジェンダー研究所 セミナー室 

・報告者  鬼頭 孝佳さん（名古屋大学大学院文学研究科博士課程） 

      岩下 好美さん（テンプル大学ジャパンキャンパス） 

      目 麻里子さん（東京大学大学院医学系健康科学看護学専攻家族看護 

学分野） 

      臺丸谷美幸さん（専修大学経営学部 兼任講師） 

       山本 めゆさん（京都大学大学院文学研究科行動文化学専攻社会学専修） 

・参加費   無料 

・参加者   27名（定員 24名）  

 終了後、報告者を交えて交流会を開催した。 

④ 賛助会員のつどい 

  賛助会員の交流を図り、幅広い分野におけるジェンダー問題への理解を深めるため、

公開して開催した。 

   ・テーマ   能の花を伝え継ぐ 

   ・講 師   大島 衣恵さん（喜多流能楽師） 

   ・日 時   平成 26年 12月 7日（日）14：30～16：45 

・会 場   サイプレスガーデンホテル 小宴会場 

  ・参加費   無料 

  ・参加者   66名（定員 60名） 

  ＊ 賛助会員数   206名（平成 26年度末現在） 
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（４）年報及びニューズレターの発行（広報・出版活動） 

  ① 年報『ジェンダー研究』第 17号の発行 

    依頼論文、公募論文・研究ノート、特別寄稿、シンポジウム報告及びプロジェクト

研究中間報告等を掲載した。また、当研究所の平成 25年度事業報告も掲載した。 

    また、第 17 号は論文タイトル・目次の英文表記に加え、公募論文・研究ノートの

英文概要を掲載した。 

＜公募論文＞ 

・応募期間  平成 26年 4月 15日～9月 30日 

・応募総数  5名（一般 3名、個人研究助成受託者 2名） 

   ・審査委員会 

      第 1次選考   平成 26年 10月 22日   当研究所にて選考会議 

第 2次選考    平成 26年 12月 11日     当研究所にて選考会議 

・発行月   2月 

・発行部数  700部 

   ・掲載内容 

      依頼論文           1件 

公募論文・研究ノート   3件 

特別寄稿         1件 

シンポジウム報告     1件 

プロジェクト研究関連   1件 

  ② ニューズレター『LIBRA』第 51・52・53号の発行 

   ジェンダー問題に関する識者の見解、当研究所の事業などを掲載した。 

発行月   7月（51号）・11月（52号）・3月（53号） 

発行部数  51号・52号 1,300部、53号 1,500部   

   

（５）他事業への助成（後援） 

   ① 日本フェミニスト経済学会 2014年度大会 

  ・テーマ   共通論題「フェミニズム運動と反貧困運動」 

   ・報告者と報告テーマ（共通論題） 

   湯浅  誠さん（社会活動家・法政大学）「運動と政治の間」 

      湯澤 直美さん（立教大学）「“子どもの貧困”とフェミニズム」 

      伊田久美子さん（大阪府立大学）「女性学・女性運動における貧困・階層問題」 

   ・日 時   平成 26年 7月 26日(土) 自由論題  10：00～12：05 

共通論題   13：00～17：00 

   ・会 場   名古屋大学野依記念学術交流館 

   ・主 催   日本フェミニスト経済学会 

  ② ワーキング・ウーマン講演会 

   ・テーマ   安倍政権の女性政策をどう見るか？ 

   ・講 師  田村 哲樹教授（名古屋大学大学院法学研究科） 

   ・日 時  平成 26年 8月 30日（土） 14：00～16：30 
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   ・会 場  東海ジェンダー研究所 セミナー室 

   ・主 催  ワーキング・ウーマン～男女差別をなくす愛知連絡会～ 

  ③ ESD あいち・なごやパートナーシップ事業 

・テーマ  「食」をめぐる環境～未来の子どもたちのために 

・講 師   浅沼 修一教授（名古屋大学農学国際教育協力研究センター） 

   ・パネリスト 小野邦彦さん・笹野明美さん・林 富蔵さん・前澤このみさん 

   ・日 時   平成 26年 10月 26日(日) 12：30～16：00 

  ・会 場   愛知女性総合センター・ウィルあいち大会議室 

   ・特定非営利活動法人 ウィル 21フォーラム   

 

（６）ジェンダー問題に関する資料・文献の収集と提供 

  ジェンダー問題に関する図書・資料を収集した。また、図書・雑誌等の整理を行った。 

  ・プロジェクト研究に関する図書・資料の収集   図書 32冊  資料 21点 

  ・ジェンダー問題に関する図書の購入・寄贈    40冊 

  ・関係諸機関からの研究情報ニュース、研究誌（年報など）  40タイトル 

  ・ 研究者からの一括寄贈図書資料       図書 277冊  雑誌 23タイトル 

 

（７）その他当研究所の目的を達成するために必要な事業 

① ジェンダー問題に関する研究会・研修等に用いるセミナー室の貸出 

   平成 26年度利用登録 9件、年間利用件数 107件（平成 25年度 103件） 

② ジェンダー問題に関する会議等への出席 

 ・「名古屋市男女平等参画推進会議（イコールなごや）」への参加 

     平成 26年 9月 29日 

 ・公益財団法人 あいち男女共同参画財団理事会への出席 

     平成 26年 5月 27 日、平成 26年 6月 25日、平成 27年 3月 17日 

 ・「あいち女性連携フォーラム」への参加 

     平成 27年 2月 28日 

 

 


